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1. はじめに

　ウエアラブルデバイスとして，身体埋め込みを除いて最
も体に密着するスタイルは絆創膏のような貼り付け型デバ
イスである。貼り付け型デバイスでは，極めて精度の高い
身体情報が安定にかつ継続的に取得できる。貼り付け型
は，時計や腕輪型，眼鏡型，衣服型などに対して，われわ
れがこれまであまり経験した事の無い実装方法なので，大
きく普及しないのではないかとの声もある。しかし生体貼
り付けは，厳密かつ半強制的な見守りや観察，危険回避，
トリアージなどには極めて有用な実装方法であり，時計や
眼鏡などのデバイスとともに，用途に応じて発展していく
ものと期待して良い（実際，効能が認められればサロンパ
スやバンドエイドのように製品名が一般名詞化するほど普
及した貼り付け製品の実例もある）。本稿では，貼り付け型
デバイスの現状と将来について概観する。

2. 貼り付け型デバイスの認知

　筆者の専門はMEMS (Micro Electro Mechanical Systems)と
その応用に関する分野である。特にセンサに関してはMEMS
の黎明期から研究を進めてきた。2008年，JST（科学技術
振興機構）の ERATOプロジェクトの総括を拝命し，5年間
のプロジェクトとして生体貼り付け型活動モニタリングシ
ステムに関する研究を行った 1)～3)。内容としては各種
MEMSセンサとその融合，エネルギハーベスタ，生体適合
性のある柔軟基板やその応用，これらに対する適切な材料
の生成と加工技術，超低消費電力の集積回路および回路モ
ジュール，市販品を組み合わせた貼り付け型デバイスのデ
モモデル試作，など，多岐にわたる。2008年当時，生体貼
り付け型（絆創膏型）デバイス，特に多種類のセンサを包
含して生体状況や履歴の総合判断を行うような考え方につ
いての認知はほとんど無かった。同時期では，イギリスの
ベンチャー企業 Toumazが，（センサ部分については言及し
ていないものの）生体用低消費電力集積回路とその絆創膏
状デバイスへの応用に関して発表している程度だったよう

に思われる。しかし最近 2，3年で，特に欧米から貼り付け
型のデバイスが各種開発され，発表されるようになってき
た。例えば Sensium Healthcare社（Toumazグループ）の
SensiumVitals，VitalConnect社 HealthPatch，Vancive Med. 
Tech.社Metria，Corventis社 Nuvant MCT，Vpatch Med. Sys.
社 V-Patch，iRhythm社 ZIO XT Patchなどが挙げられる。我
が国でも絆創膏型というのには少し形が大きめのものが多
いものの，古くから販売されているWinヒューマンレコー
ド社の HRSやユニオンツール社 myBeatをはじめ，最近で
は東芝：Silmee，アフォードセンス：Vitalgramなど，機能
を高めた貼り付け型の製品が使用できるようになってきた。
　これらの製品の台頭は，もちろん健康や安全に関する要
求が高まっていることを背景に，MEMSセンサの小型低消
費電力化・低価格化，マイクロコントローラやトランシー
バ用集積回路の低消費電力化とその充実が要因となってい
る。市販あるいは発表されている貼り付け型デバイスの多
くは，これらの市販デバイスをうまく組み合わせてその機
能を実現している。

3. 究極の貼り付け型デバイス

　直接体に貼り付けるものは，衛生的・精神的な観点か
ら，また取り扱いやすさの観点から，さらにはハードウエ
アビジネス的にも絆創膏や湿布のようにディスポーザブル
でありたい。このような観点から ERATOプロジェクトで
はMEMS技術を中心に，多種類のセンサと低消費電力の回
路システム，さらにはあわよくば電源供給までもシリコン
材料を中心に 1チップ集積として，環境負荷が小さなディ
スポーザブルシステム実現を意識して研究が進められた。
MEMS技術は集積回路技術をベースにした技術であり，大
量に作ればコストは劇的に低下する。また，環境負荷が高
くレア材料を要求することの多い化学電池のかわりにシリ
コンベースのハーベスティング電源が実現できれば将来的
にはサスティナブルかつディスポーザブルなシステムが実
現できるだろう，というのがこの ERATOプロジェクトの
考え方であった。最終的なデバイスイメージを図 1中央に
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